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情報活用演習07 第五回
~~Webページ作成(2)~~

担当：水野 恒史
居室：理学部 物理科学科 高エネルギー宇宙研究室 (理学部 B210号室)
電子メール：tsune@hiroshima-u.ac.jp
ホームページ：http://home.hiroshima-u.ac.jp/tsune/



JohoEnshuu07_05.ppt

2

前回のまで復習前回のまで復習(1)(1)：：WWWWWWととWebWebページページ

•WWW (World Wide Web)について
•世界中の計算機の文書(Webページ)を、リンクで結び付け相互参照で

きるようにした仕組み。世界的規模での情報の共有、発信が可能に。
•Webページ作成

•仕事、趣味において情報発信に活用できる。Webページ作成の基礎を

学ぶのが、前回と今回の目的。
•各自のWebページのURLアドレスは

http://home.hiroshima-u.ac.jp/b****** (各自のアカウント名)
である。自分のホームの下に「public_html」というフォルダを作り、その
中に「index.html」をつくることで、Webページが表示される。「このやり

方は、各種プロバイダ、研究室でもほぼ共通。
•WebページはHTMLというマークアップ言語で記述する。純粋なテキス

トファイルであり、文書情報に加え、構造や属性をタグで指定するのが特
徴。
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前回のまで復習前回のまで復習(2)(2)：タグの規則：タグの規則

•「index.html」を編集して、自分だけのWebページが作れます。初級編とし

て、基本的なタグを学び、練習した。以下復習のためまとめます

•骨格の作成：<HTML>および</HTML>で囲む。このように「<」と「>」で囲ま
れた英数字をタグとよび、開始タグと終了タグ(「/」のついたもの)が対になっ

てるのが基本。終了タグを忘れないためには、まず両方書いてから間を埋め
るとよい。
•本文は<BODY></BODY>、ヘッダ部は<HEAD></HEAD>。タイトルは
<TITLE></TITLE>であり、ヘッダに入れる。
•見出しは<H*></H*> (*に1-6までの数字)
•段落は<P></P>。
•箇条書きは<UL></UL>で、要素を<LI>で指定。番号つきの箇条書きは
<OL></OL>
•リンクは<A HREF=“(1)”>(2)</A>であり、(1)がリンク先のURLアドレス。(2)
に書かれた文字をクリックすると、該当ページにジャンプします。
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今回の内容今回の内容

•前回学んだことで、「他人に情報を伝える」という最低限の(=一番大事な)目的

は達せられます。以下が練習課題。

•今回は見栄えを良くする「テクニック」として
•図の貼り付け
•色の付け方
•文字サイズの指定方法
•強調の仕方
•罫線を引く、表を作る

を学び、練習します。
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イメージの貼り付けイメージの貼り付け(1)(1)
•画像ファイルをWebページに貼り付けることができます。良く使われるのは以下の４種類

で、通常は拡張子で区別される。
•bmp:無圧縮。ファイルサイズが大きいので、普通は別の形式に変換して用いる。
•gif:256色、可逆圧縮。イラストの保存に向く。特許の問題があり、ソフトによっては未対応。
•jpg:フルカラー(1677万色)、非可逆圧縮。デジカメなど写真の保存に向く。イラストの圧縮には
向かない(画像が荒れる)
•png:256色およびフルカラー、可逆圧縮。万能型。

•広大のマークは、ホー
ムページから取ってく
ればよい(右クリックで、
「保存」を選ぶ)。
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イメージの貼り付けイメージの貼り付け(2)(2)
•画像を貼り付けるには<IMG SRC=“filename”>とする。filenameには、画像

ファイルの名前が入る。

•WWW上のホームページの図は、一般に著作
権などがあり、勝手に使えません(使用の条件
などをよく読むこと)。広大のマークは、広大生

は、非営利目的なら自由に使えます。

「index.html」

Firefoxで表示され

たホームページ
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色のつけ方色のつけ方(1)(1)
•背景の色を変えのは、<BODY>の代わりに<BODY BGCOLOR=“色の名
前”>とする。以下の例は、背景を灰色にした場合。
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色のつけ方色のつけ方(2)(2)
•各々の文字の色を変えたければ、<FONT COLOR=“色の名前”>文字</FONT>とす
る。赤にしたければ「Red」。他に「Blue」「Yellow」など。
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文字のサイズを変える文字のサイズを変える

•文字のサイズを変えたければ、<FONT SIZE=“**”>文字</FONT>とする。文字
を大きくするには**に+1から+6を、小さくするには-1から-6を入れてやればよい。
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文字を強調したいとき文字を強調したいとき

•このほか、太文字(<B>文字</B>)、斜体(<I>文字</I>)で目立たせることも可能。
以下は斜体にした場合。Bは「Bold」、Iは「Italic」の意味。
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取り消し線、下線取り消し線、下線

•よく文章に下線や取り消し線を引いたページを目にするが、それぞれ<U></U>および
<STRIKE></STRIKE>である。ニュアンスは異なるが、どちらも強調の意味合いを持つ。
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自分でやってみよう自分でやってみよう

•基本的な書き方を一通り示したので、説明を参考に練
習も兼ねて、自分のページを作ってみよう。資料は演習
のページに収められています。13ページ目以降に、さら

に詳しい説明がある。
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テクニックテクニック(1): (1): 色のつけ方色のつけ方

•ここからは応用編。まずは色を指定してみよう。背景、および文字の色を決めるのは、<BODY>の代わりに
<BODY BGCOLOR=“色の名前” TEXT=“色の名前”>とすればよい。各々の文字の色を変えるのは<FONT 
COLOR=“色の名前”>文字</FONT>とする。<BR>は強制的に改行させるタグである。
•練習：以下の例を参考に、先のWebページに色付の文字を書き足してみよう。

デフォルトの色を指定

各々の文字
の色をつけ
る

任意の色をつけるときは、「＃○○△△□□」の書式。
○○が赤、△△が緑、□□が青色の強さをしめす。
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テクニックテクニック(2)(2)：サイズと強調：サイズと強調

•文字のサイズを変えたければ、<FONT SIZE=“**”>文字</FONT>とする。文字を大きくするには
**に+1から+6を、小さくするには-1から-6を入れてやればよい。このほか、太文字(<B>文字</B>)、
斜体(<I>文字</I>)で目立たせることも可能。単に<EM>文字</EM>や<STRONG>文字
</STRONG>も強調の一種で、普通は前者が斜体文字、後者が太文字である。(ブラウザによる)
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テクニックテクニック(3)(3)：取り消し、下線：取り消し、下線

•よく文章に取り消し線や下線を引いたページを目にするが、それぞれ<STRIKE></STRIKE>およ
び<U></U>である。Uはアンダーラインの意味(だと思う)。またタグに使う文字「<」や「>」など、特殊

記号を表示させることも出来る。
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テクニックテクニック(4):(4):罫線と表罫線と表

•罫線を引くのは<HR>でよい。表の骨組みを作るのは<TABLE></TABLE>で囲ってやる。

BORDER=“1”で枠を表示

<CAPTION>タイトル</CAPTION>で表のタイ
トルを作る。ALIGN=“bottom”なら、タイトルは

下に表示される。

表の１行は<TR></TR>で囲ってやる。要素は
<TH></TH>か<TD></TD>で示す。前者は見出
し項目(太文字)、後者はデータ項目を表す。
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その他の知識その他の知識(1):(1):ソースの表示ソースの表示

•まねしたくなるページを見つけたら、「表示」「ページのソース」でhtmlファイルの中身が表示されるの
で、参考にするとよい (WindowsのInternet Explorerも似たような手順)。以下は演習のページとそ

のソースの例。

Webページ

htmlファイル

•コメントは<!– (コメント) -->の書式。
こうすると、Webページに表示されな

いコメントをソースに書き入れること
ができる。



JohoEnshuu07_05.ppt

18

上級編上級編((キーワードのみキーワードのみ))

•そのほか、「文字を点滅、スクロールさせる」「クリッカブルマップを
つくる」「フレームのあるページを作る」「サウンドを鳴らす」などのテ
クニックがあるので、興味のある人は調べてみてください。
•HTMLの基本はあくまで「文章および情報の中身」であり、段落な

どの構造を示したり、装飾のため各種タグが用意されている。「重す
ぎる」＝「表示に時間のかかる」ページは、見てすらもらえない可能
性もあります。あまり凝ったページにするよりは、中身を充実させる
のがよい。


